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今年の夏は９月末まで猛暑が続きましたが、
ようやく秋らしくなって来ました。
９月議会では水道料金改定の条例改正案を可決し
ました。値上げは来年４月から二段階で進めます
が、市議会は市民の理解を深めるためにさらなる
説明を求める決議案も可決しました。また、財政
状況が厳しい中、子育て支援を進めようとする市の

姿勢に応えるため、議員報酬を５％自主的にカットすることも決めました。これ
からも市民の皆さまに信頼される議会をめざして頑張ります。

10/1 大阪万博公園「太陽の塔」

活動報告活動報告

＜７月＞
 ７日 ひょうごヒューマンライツ議員の会
 20日 自治功労者会
 25日 総務常任委員会行政視察（茨城県・石岡市）
 26日 総務常任委員会行政視察（千葉県・千葉市）
 29日 宝塚市議会議会報告会
＜８月＞
 2日 立憲民主党自治体議員会議（東京）
 3日 日教組両性の自立研究会（東京）
 4日 高校生平和大使・尼崎市長表敬訪問
6・9日  宝塚市平和の黙とうと「平和の鐘」打鐘
 ２０日 政策要望意見交換会
 ２１日 宝塚市子ども議会
 ２６日 犯罪被害補償を求める会
９月１日～１０月１０日　９月定例会

優しい風の吹く街
北野さと子の市政レポート 市民ネット宝塚

災害救助や生態確認、輸送物流、
インフラ点検など、活用される
分野が年々拡大している
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北野さと子一般質問＆答弁 ～抜粋～北野さと子一般質問＆答弁 ～抜粋～

＜質問＞

『視覚障がい者にとって「同行援護」は自分の人
生をあきらめないで、地域で生きていける希望の要
である』と当事者の言葉を聞いた。しかし同行援護
の利用は少ない。理由は何か。

<市長答弁＞

本年３月末時点における視覚障がいの手帳所
持者は５４１人であるのに対し、同月の同行援護
の利用者は４３人で、その割合はおよそ8.１％
であった。眼鏡などの補装具使用で移動可能な
人も含まれていることが要因の一つと考えてい
る。今後は同行援護を含む障がい福祉サービス
の周知に努める。

＜質問＞

障がいに高齢化が重なり「要介護の認定」を受
けた視覚障がい者は介護サービスの通院利用と
決められており、同行援護は利用できなくなる。
だが医療機関内での介助やサポートは忙しくし
ている病院スタッフに気軽には頼めないのが現
状だ。当事者の不安解消策はあるのか。

＜市長答弁＞

障がい福祉サービスと介護保険サービスについ
ては原則として介護保険が優先されることから、
要介護認定を受けた高齢者は、介護保険サービス
で通院に関する介助を受けていただくことにな
る。ただし、介護保険適用以前から障がい福祉サ
ービスの支給決定を受けており、介護保険制度へ
移行したことによって、それまで受けていたサー

ビスの量が確保できな
いような場合には、不
足分について障がい福
祉サービスでの支給決
定を行う。また、医療
機関内における介助に
ついても、個別の理由
により特別に必要とさ
れる場合には、ヘルパーによる支援も認めている。

＜質問＞

ガイドヘルパーの労働条件において、通院等の
待機時間の点数が加算されず、ガイドヘルパーの
収入が激減し成り手不足になっている。改善策は。

＜健康福祉部長答弁＞

法定サービスの枠組みがあり難しいが、個々の
事情を聞き、きめ細かく対応していきたい。

＜質問＞

障がい者のスポーツの機会確保についてどの
ように考えているか。

＜教育長答弁＞

宝塚市立スポーツ施設条例に基づき障がい者
団体に対するグラウンドや体育館、駐車場の利用
料金の免除のほか、屋内プールの利用では、障が
い者本人と付添者の料金の５割減額を行ってい
る。市立スポーツ施設で障がい者がスポーツを
楽しむ更なる機会確保を指定管理者とともに協
議していく。

＜質問＞
パートナーシップ宣誓制度とファミリーシッ
プ制度の他市との連携及び制度の拡充の進捗状
況は。

＜市長答弁＞

阪神・丹波９市１町によるパートナーシップ
宣誓制度の協定書に基づく連絡会において、効果
的な取組課題の意見交換を定期的に実施してい
る。８月末には兵庫県パートナーシップ制度検
討に係る有識者等ヒアリングにおいて意見交換
を行い、本市から県内の医療機関や関係団体への
制度周知に向けた要望を行った。今後は、宝塚市
人権審議会を経て要綱を改正し、制度の拡充を進
めていく。

＜質問＞

LGBTQ＋が自分の性的指向や性自認（ジェン
ダーアイデンティティ）に気づく時期には個人差
があリ、小学校入学前ということもある。幼少期
から自己肯定感を持てず、周りの無理解や偏見に

揺れ動く子どもたちの実態把握と、その生きづら
さを解消する、課題解決のための取組は。

＜教育長答弁＞

教育委員会では、学校園を通じて性的指向、性
自認において違和感を感じながら生活している子
どもたちを把握するとともに、子どもたちの様子
や学校園の取組などについて共有し、学校園と教
育委員会が連携して見守りを継続している。また、
性の多様性についての正しい知識を子どもたちに
指導するための教職員用の手引書改訂版を作成
し、今年度末までに改訂版を学校園へ配布する。

１、視覚障がい者の福祉サービスと同行援護



LGBTQ+の子ども・若者は
「孤立・孤独のハイリスク層」しっかり支援を！
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活動トピックス

9/1 雪の日に転倒者続出だった
小林駅前の凸凹坂道が改善された。

9/15
「ストップ

！気候危機
」

宝塚市役所
前アクショ

ン

２、LGBTQ＋の差別解消と人権擁護について
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風のココロ
９月宝塚市議会：「安心を実感できる子育て施策の推進を求める決議」
この決議は常任委員会の提案だったが、女性議員から出せばいいのではと途中で混乱し

た。しかし私は唐突なすり替えには賛成できず、代表者会で文言修正案を出し、双方が歩み寄る形
で議会統一の合意形成ができた。対話による「合意形成の努力」をこれからも大切にしていきたい。

＜質問＞
２０２３年８月の中央教育審議会・質の高
い教師の確保特別部会は「教師を取り巻く環
境整備について緊急的に取り組むべき施策（提
言）」を公表。「教師を取り巻く環境は、我が国
の未来を左右しかねない危機的状況にあると
言っても過言ではない」として緊急的に取り
組む施策を取りまとめ、小学校高学年の教科
担任制にかかる加配の前倒し配置や支援スタ
ッフの充実等が提言されている。改めて、未
配置問題についての市の対策は。

＜教育長答弁＞

●教職員のイメージアップデザインの臨時講
師募集チラシを作成し市内広報板などに掲
示

●市ホームページのみならず、民間の就職支
援サイトにも教員募集記事を掲載

●市公式LINEやあらゆる媒体で募集案内

●本市と包括連携協定を締結している大学や教
職員を輩出している大学と連携し人材確保

●県に対して新規採用教職員の確保など、定数を
満たすための予算措置を要求

●スクール・サポート・スタッフの配置充実

●教職員の業務の適正化

●働き方改革の実効性の向上

＜質問＞
各校の教育課程を見直し、カリキュラム・
オーバーロードを改善することも提言されて
いるがこの問題についてどのように考えてい
るか。

＜教育長答弁＞
部活動の地域移行をはじめとする今日的課題
に取り組み、教職員の勤務時間の適正化を進
めている。カリキュラム・オーバーロードに
ついても具体的な改善策を検討していく。

＜質問＞

学校では解決できない法的対応等について
スクールロイヤーに相談できないか。

＜教育長答弁＞

現在本市では子どもの最善の利益を守るた
めスクールロイヤーを配置しており、子ども
をめぐる学校からの相談に対して、法的な観
点からの助言を得ることで問題の早期解決に
もつながるほか教師の対応力の強化にもつな
がっている。

3、中央教育審議会・特別部会提言を受けて


